
































た 1983（昭和 58）年の 317,438人とくらべて大きな減少である。また検挙人員の男女比をみ
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3．データと方法
























































































全体 10.2（74） 9.4（68） 3.3（24） 5.2（38） 0.7（5）























































1.0（7） 35.5（258） 16.3（118） 10.7（78） 7.7（56） 100.0（726）
（注）カッコ内は実数，注目される値を太字で示している。p＝.000
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全体 100.0（753） 25.6（193） 5.2（39） 0.4（3） 6.4（48） 0.9（7） 3.9（29） 0.3（2）










































0.3（2） 0.7（5） 4.1（31） 4.0（30） 4.8（36） 1.1（8） 6.1（46）
（注）カッコ内は実数。p＝.000
表 3 年齢・性別と事件の要因































全体 83.0（612） 4.9（36） 4.5（33） 0.5（4）
職場がおもしろく

























0.9（7） 1.4（10） 4.7（35） 100.0（737）
注）注目される値を太字で示している。p＝.000





























窃盗（万引き） 86.5 4.7 5.2 － 1.0 － 2.6 100.0（193）
詐欺 83.8 2.7 8.1 － － － 5.4 100.0（37）
横領 100.0 － － － － － － 100.0（3）
強盗 89.4 2.1 4.3 － － － 4.3 100.0（47）
殺人 57.1 14.3 14.3 14.3 － － － 100.0（7）
恐喝 89.3 － 3.6 － － 3.6 3.6 100.0（28）
脅迫 50.0 － － － 50.0 － － 100.0（2）
暴行 86.7 3.3 3.3 － － 3.3 3.3 100.0（30）
傷害 74.7 7.7 2.2 － 1.1 7.7 6.6 100.0（91）
強制性行等 95.2 4.8 － － － － － 100.0（21）
強制わいせつ 90.3 － 6.5 － － － 3.2 100.0（31）
放火 83.3 － 16.7 － － － － 100.0（6）
暴力行為等処罰法違反 83.3 － － 16.7 － － － 100.0（6）
道路交通法違反 88.1 7.1 1.2 － － 1.2 2.4 100.0（84）
毒物及び劇物取締法違反 100.0 － － － － － － 100.0（1）
売春防止法違反 60.0 － 20.0 － － － 20.0 100.0（5）
覚せい剤取締法違反 81.5 7.4 － － － － 11.1 100.0（27）
ぐ犯 57.1 10.7 17.9 3.6 3.6 － 7.1 100.0（28）
大麻取締法違反 91.7 2.8 2.8 － － － 2.8 100.0（36）
住居侵入罪 100.0 － － － － － － 100.0（8）
その他 62.2 8.9 4.4 2.2 4.4 － 17.8 100.0（45）
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